
令和７年度

＊＊必ずこの説明書を読んでから予防接種を受けましょう＊＊

≪令和７年度対象者≫

八峰町に住民票があり、過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方が対象です。

①満６５歳の方(６５歳の誕生日の前日から６６歳の誕生日の前日まで)

②満６０～満６５歳未満で心臓や腎臓、呼吸器の機能又はＨＩＶによる免疫の機能に身体障害者手帳１級程

度の障がいのある方。

≪接種医療機関≫ 別紙「高齢者肺炎球菌予防接種協力医療機関一覧」をご覧ください。

≪助 成 額≫ ４,０００円

※助成額を超えた分を病院窓口でお支払いください。

※ただし、生活保護受給者は無料です。

≪予防接種の回数と再接種について≫

‣定期接種の対象は生涯を通じて１回のみです。
‣なお、過去５年以内にこの予防接種を受けた方が再接種を受けた場合、注射部位の痛み等の
副反応が強く出る可能性があります。過去にこの予防接種を受けたか分からない場合は必ず

主治医にご相談ください。

≪予防接種健康被害救済制度≫

定期接種の対象者が予防接種での副反応により重篤な健康被害が生じ、厚生労働大臣が因果

関係を認定した場合は保障を受けることが出来ます。何か気になる症状が発生した際には、

予防接種をした医師へご相談ください。

支払い例

接種料金(約 8,000 円)－町助成額(4,000 円)＝窓口支払額(約 4,000 円)

※接種料金は各医療機関によって異なりますので、直接お問合せください。

注 意

過去に肺炎球菌の予防接種を受けたことがある方は、今回の助成対象外に

なります。再接種の費用は全額自己負担となりますのでご注意ください。

予防接種を受けるにあたっての説明書
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≪肺炎球菌感染症とは≫

肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は、主に気道の分泌物に含まれ、唾液など

を介して飛沫感染します。日本人の３～５％の高齢者では鼻や喉の奥に菌が常在しているとされています。こ

れらの菌が何らかのきっかけで気管支炎や肺炎、敗血症等の重い合併症を起こすことがあります。

≪ワクチンの効果について≫

肺炎の原因となる肺炎球菌は約９０種類以上あります。現在、定期接種として使用しているワクチンの中に

は病気を引き起こしやすい２３種類の菌の成分を含んでいるため、肺炎の罹患や重症化に対する予防効果

が期待されます。ワクチンの効果は個人の健康状態により異なりますが、約５年間持続するといわれていま

す。

≪予防接種の副反応≫

注射部位の疼痛・熱感・腫脹等があり、全身症状では倦怠感・違和感・悪寒・発熱等が報告されています。

いずれも軽度で２～３日で消失します。

接種後、注射部位の異常な反応や体調の変化があった場合は速やかに医師の診断を受けるようにしてくだ

さい。

≪予防接種を受けることができない方≫

・明らかに熱がある方（３７.５℃以上）

・重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方

・過去、予防接種の成分によりアナフィラキシー※を

起こしたことがある方

・その他、医師が不適当な状態と判断した場合

≪予防接種に注意が必要な方≫

・心臓、腎臓、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する方

・過去、予防接種を受けて２日以内に発熱や全身の発疹などのアレルギー症状があった方

を起こしたことがある人

・過去、けいれんを起こしたことがある方

・過去、免疫不全の診断を受けた人および近親者に先天性免疫不全症がいる方

・２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンの成分に対してアレルギーを起こす恐れがある方

≪予防接種後の注意事項≫

▲接種後３０分間は急な副反応が起こる可能性があります。また今回の予防接種と同時に他の

感染症が重なって発症することもあります。医療機関とすぐに連絡がとれるようにしておき

ましょう。

▲入浴は差し支えありませんが、接種部位を強くこすらないようにしましょう。

▲接種当日は激しい運動や大量の飲酒は控えましょう。

詳細は厚生労働ホームページをご覧ください。

☎連 絡 先 ： 八峰町福祉保健課健康推進係 ７６‐４６０８

アナフィラキシー※とは…

接種後 30 分以内に起こるひどいｱﾚﾙ

ｷﾞｰ反応です。全身に蕁麻疹や吐き気、

嘔吐、息苦しい等の症状に続き、ｼｮｯｸ

状態になるような激しい全身反応のこと

です。


